
水産研究本部 網走水産試験場

貝類の循環濾過蓄養システムの開発

背 景

成 果

期待される効果

実施機関（協力機関）：網走水産試験場、中央水産試験場、林産試験場、（さけます・内水面水産試験場）
道総研以外協力機関：西網走漁業協同組合、網走市、網走湖仲買人組合、東京農業大学、(有)三浦好商店、(株)BUONOオホーツク、(株)マツイ

重点研究

塩水蓄養による循環濾過システムは、ヤマトシジミの高付加価値技術として活用が期待される。

ヤマトシジミは、出荷前の短期蓄養による「高付加価値化」
が望まれている。

２１ 循環濾過蓄養システムの概要

加工場でのシジミ蓄養の様子

うま味向上、活力低下の抑制

蓄養方法

従来※ 塩水

商品価値が高い（人） 3 33

※加工場での従来の砂出し（真水）

流通業者は塩水蓄養シジミを高評価

蓄養槽

蓄養水
(1%食塩水)

シジミ

濾過槽

循環
ポンプ

濾過材
（活性炭）

1.0％食塩水で24時間蓄養が最適

3 高付加価値化の検証

生産現場に簡易導入が可能

流通業者(36名)によるシジミの品質評価

問い合わせ先：網走水産試験場加工利用部 電話：0158-23-3266
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